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第1小委員会（組織・財政）尾﨑小委会議長
（福知山地本）

里
内
副
執
行
委
員
長
、
白
壁 

組
織
・
男
女
平
等
参
画
推
進
部

長
、
川
原
政
治
・
福
祉
対
策
・

文
化
レ
ク
部
長
、
宮
野
政
策
・

調
査
・
情
宣
・
国
際
部
長
、
岩

森
組
織
業
務
部
次
長
、
森
川 

組
織
業
務
部
次
長
、
新
倉
青
年

女
性
委
員
長
、
吉
川
・
木
下
・

鷲
尾
・
河
口
会
計
監
査
員

　

第
１
小
委
員
長
に
は
、
尾
﨑
委
員
（
福
知
山
地
本
）
が
選
出
さ
れ
た
。
冒
頭
、
里
内
副
委
員

長
が
、
挨
拶
の
中
で
西
日
本
豪
雨
に
つ
い
て
触
れ
、
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
定
期
大
会
を
開

催
し
、
被
災
し
た
自
分
た
ち
の
エ
リ
ア
や
組
合
員
に
思
い
を
馳
せ
、「
我
々
は
こ
の
大
会
で
何
を

考
え
、何
を
述
べ
て
、何
を
決
め
る
？
」と
問
題
を
提
起
し
た
。
委
員
会
で
は
、安
全
、組
織
、契
約

社
員
、女
性
活
躍
推
進
法
等
に
つ
い
て
、33
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

金
沢
地
本
・
酒
井
委
員　

藤
川

委
員

京
都
地
本
・
谷
委
員

大
阪
地
本
・
宮
﨑
委
員　

内
田

委
員　

内
山
委
員　

駒
田
委
員

大
田
委
員　

髙
橋
委
員　

村
瀬

委
員　

細
田
委
員　

平
山
委
員

田
中
委
員 

和
歌
山
地
本
・
尾
西
委
員　

中

平
委
員

神
戸
地
本
・
關
委
員　

林
委
員

本
多
委
員　

渡
邊
委
員

福
知
山
地
本
・
上
井
委
員　

乳

原
委
員 

岡
山
地
本
・
勝
浦
委
員　

森
下

委
員

米
子
地
本
・
中
嶋
委
員　

松
原

委
員

広
島
地
本
・
宮
川
委
員　

松
村

委
員 

福
岡
地
本
・
二
宮
委
員

西
バ
ス
地
本
・
阿
部
委
員

中
バ
ス
地
本
・
加
川
委
員

本
社
総
支
部
・
原
田
委
員　

泉

谷
委
員　

橋
口
委
員

●
２
０
１
８
年
度
に
福
知
山
支

社
に
配
属
と
な
っ
た
20
名
と
契

約
社
員
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

●
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
脱
退
騒
動
を

私
た
ち
は
反
面
教
師
と
捉
え
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
の
大
切
さ
を

先
輩
か
ら
後
輩
へ
受
け
継
い
で

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
教
育
の
一
環
と
し
て 

Ｊ
Ｒ
総
連
、
革
マ
ル
が
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
た
の

か
、
映
像
等
で
ま
と
め
た
教
育

資
料
の
作
成
を
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

●
家
族
支
援
共
済
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
未
移
行
者
、
受
取

人
確
認
、
家
族
構
成
変
更
の
３

種
類
で
色
分
け
さ
れ
て
い
て
非

常
に
わ
か
り
や
す
い
。
さ
ら
に

分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
退

職
又
は
シ
ニ
ア
移
行
の
対
象
に

な
る
方
に
対
し
て
も
色
分
け
を

行
う
こ
と
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
家
族
支
援
共
済
の
新
制
度
が

開
始
。
丁
寧
に
説
明
の
上
、継
続

加
入
を
お
願
い
す
る
。

●
連
合
岡
山
で
の
関
わ
り
か
ら

三
井
＆
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

工
場
見
学
を
行
っ
た
。
安
全
確

立
の
参
考
と
な
っ
た
。

●
岡
山
市
の
交
通
政
策
を
は
じ

め
、
学
習
会
の
開
催
で
組
合
員

と
も
認
識
を
共
有
。
吉
備
線
Ｌ

Ｒ
Ｔ
へ
の
関
心
を
深
め
た
。

●
本
社
総
支
部
青
年
女
性
委
員

会
で
は
総
合
職
の
参
加
、
特
に

本
社
の
方
の
参
加
率
が
低
い
現

状
が
あ
る
。

●
総
合
職
は
異
動
が
多
く
、
各

地
本
で
の
活
躍
に
は
つ
な
が
ら
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、今
後
、会

社
の
経
営
を
担
う
人
物
に
、組
合

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、会

社
と
J
R
西
労
組
の
発
展
に
重

要
な
意
味
が
あ
る
。
参
加・参
画

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
新
入
社
員
の
組
合
加
入
時
に

合
わ
せ
て
、
各
種
共
済
加
入
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

J
R
西
労
組
が
勧
め
る
共
済
に

も
配
慮
す
る
よ
う
、
会
社
と
の

議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

●
来
年
、
４
月
の
統
一
地
方
選

と
７
月
の
参
院
選
に
奈
良
支
部

で
は
、
組
織
内
議
員
田
尻
議
員

の
必
勝
に
向
け
取
り
組
む
。

●
会
社
の
「
特
定
診
断
利
用
金

制
度
」
に
つ
い
て
、
勉
強
会
を

開
催
す
れ
ば
、
制
度
を
利
用
す

る
社
員
が
増
え
る
と
考
え
る
。

●
不
妊
治
療
時
の
補
助
金
制
度

と
休
暇
制
度
の
新
設
を
求
め
る
。

●
改
正
鉄
道
軌
道
整
備
法
が
可

決
成
立
し
、
黒
字
の
鉄
道
事
業

者
に
も
補
助
金
が
給
付
さ
れ

る
。
過
疎
化
が
進
み
、
利
用
者

が
極
端
に
少
な
い
路
線
は
適
用

さ
れ
に
く
い
。

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
継
続

が
大
事
。
組
織
力
を
活
か
し
て

小
規
模
チ
ー
ム
の
継
続
派
遣
な

ど
は
で
き
な
い
か
。

●
J
R
西
労
組
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
育
児
に
関
す
る
様
々
な

制
度
の
新
設
・
改
善
が
行
わ
れ

て
き
た
が
、
社
員
の
理
解
不
足

に
よ
り
、
制
度
が
活
か
さ
れ
て
い

な
い
。
研
修
を
提
案
し
た
い
。

●
要
員
需
給
が
厳
し
い
職
場
で

は
、
利
用
に
気
を
遣
う
組
合
員

が
い
る
。

●
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
密
接
に
関
わ

る
糸
魚
川
地
区
支
部
で
は
、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ

オ
ン
の
国
井
事
務
局
長
を
招

き
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
問
題
に
つ
い

て
講
義
を
い
た
だ
い
た
。
改
め

て
組
合
所
属
の
意
味
を
考
え
る

機
会
と
な
っ
た
。

●
連
盟
競
技
を
や
め
る
理
由
を

示
さ
れ
た
い
。

●
国
際
連
帯
活
動
は
隔
年
開
催

に
し
て
は
ど
う
か
。

●
神
戸
地
本
組
織
内
議
員
の
栗

山
雅
史
兵
庫
県
議
会
議
員
の
選

挙
へ
向
け
、
地
本
、
支
部
、
青

女
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

●
昨
年
国
労
へ
の
脱
退
が
あ
っ

た
が
、
相
手
の
弱
体
化
に
期
待

す
る
の
で
は
な
く
、
自
組
織
の

強
化
・
教
育
に
取
り
組
む
。

●
Ｊ
Ｒ
連
合
で
は
、
比
例
は
、

地
方
連
合
会
が
決
定
し
た
党
に

投
票
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

J
R
西
労
組
中
央
本
部
は
、
地

方
連
合
会
が
推
薦
決
定
し
た
候

補
者
の
政
党
を
比
例
で
投
票
す

る
よ
う
、
組
合
員
に
徹
底
す
る

こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

●「
救
援
基
金
」な
る
積
立
基
金

を
設
け
て
、
自
然
災
害
が
発
生

し
た
際
は
資
金
面
で
の
迅
速
な

援
助
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
Ｊ
Ｒ
各
社
で
第
三
者
加
害
防

止
に
向
け
た
行
動
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

●
目
の
不
自
由
な
お
客
様
の
接

触
事
故
を
受
け
て
、駅・ホ
ー
ム
の

見
守
り
体
制
を
強
化
さ
れ
た
い
。

●
企
画
・
提
案
時
に
は
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
土
台
づ
く
り
も

考
慮
す
る
べ
き
。

●
女
性
設
備
に
関
す
る
課
題
が

多
く
残
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
予
算
等
の
制
約
に
よ
り
前

進
し
て
い
な
い
印
象
で
あ
る
。

設
備
充
実
に
よ
り
、
女
性
の
活

躍
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

●
妊
娠
中
の
検
査
に
つ
い
て
は

無
給
休
暇
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
幅
広
く
制
度
を
整
え
る
よ

う
に
検
討
を
。

●
J
R
西
労
組
と
他
労
組
の
違

い
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設

け
、
組
織
強
化
を
図
っ
て
は
い

か
が
。「
J
R
西
労
組
を
脱
退

す
る
こ
と
が
こ
ん
な
大
事
に
な

る
と
思
わ
な
か
っ
た
」
の
声
。

●
J
R
東
労
組
の
脱
退
者
は
３

万
３
千
人
と
な
っ
た
が
、Ｊ
Ｒ
連
合

を
中
心
に
何
を
訴
え
る
の
か
？

●
本
社
総
支
部
は
、
会
社
か
ら

ダ
イ
レ
ク
ト
に
情
報
提
供
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
組
合
員
に
対

し
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

が
で
き
て
い
な
い
状
況
だ
。

●
中
央
本
部
に
は
、
６
つ
の
業

種
別
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
見

解
を
求
め
た
い
。

●
定
期
委
員
会
の
経
費
削
減
案

と
し
て
、
関
西
圏
を
中
心
に
開

催
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

●
グ
ル
ー
プ
作
業
が
多
い
工
務

系
職
場
で
は
、
育
児
な
ど
を
し

な
が
ら
働
く
事
例
が
少
な
く
、

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
今
後
も

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
と

い
っ
た
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る

組
合
員
と
の
意
見
交
換
が
で
き

る
場
を
設
け
て
頂
き
た
い
。

●
網
干
総
合
車
両
所
は
広
範
囲

に
存
在
し
、
派
出
異
動
後
に
関

西
工
機
に
出
向
し
た
場
合
、
所

属
地
本
が
京
都
や
大
阪
地
本
と

な
り
、
様
々
な
手
続
き
や
行
事

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
柔

軟
に
所
属
分
会
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
お

願
い
し
た
い
。

●
網
干
総
合
車
両
所
で
は
、
異

動
の
関
係
で
J
R
西
労
組
か
ら

脱
退
者
が
発
生
し
た
。「
納
得

で
き
な
い
異
動
が
多
い
」
と
、現

場
社
員
か
ら
の
声
も
多
い
。不
満

で
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

下
が
る
一
方
で
あ
る
。
組
織
拡

大
ど
こ
ろ
か
、脱
退
者
が
出
て
い

る
現
状
に
本
部
と
し
て
も
危
機

感
を
も
って
考
え
て
頂
き
た
い
。

●
ク
レ
ペ
リ
ン
再
検
査
は
最
低

１
週
間
空
け
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
突
発
の
勤
務
変
更
で

毎
年
対
応
し
て
い
る
。
段
階
的

に
合
否
を
出
す
な
ど
、
無
駄
な

試
験
を
受
験
し
な
く
て
も
よ
い

よ
う
に
改
善
を
要
求
す
る
。

●
以
前
は
Ｊ
Ｎ
Ｒ
世
代
か
ら
Ｊ

Ｒ
世
代
へ
の
継
承
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は

J
R
世
代
間
で
の
継
承
も
困
難

と
な
っ
て
い
る
。

●
青
女
委
員
会
が
活
性
化
す
る

た
め
に
は
、地
方
に
も
組
休
制
度

を
導
入
し
て
頂
き
た
い
。組
休
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、青
女
役

員
以
外
の一般
組
合
員
に
も
組
合

活
動
や
青
年
女
性
委
員
会
の
役

割
を
知
って
も
ら
い
、そ
し
て
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、役
員

育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

●
現
在
、
駅
の
窓
口
業
務
で
働

い
て
い
る
契
約
社
員
は
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
に
違
反
す
る
の

で
は
な
い
か
。

●
青
女
組
合
員
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
で
、
組
織
運
営
に

も
課
題
が
見
え
始
め
た
こ
と

や
、
負
担
感
を
感
じ
て
い
る
組

合
員
が
お
り
、
休
会
と
な
る
職

場
も
出
て
き
て
い
る
。

●
青
年
女
性
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
の

議
論
も
あ
る
が
、
次
世
代
を
担

う
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
他
の
地

本
、
支
部
の
状
況
が
わ
か
れ
ば

共
有
を
お
願
い
し
た
い
。

●
10
月
23
日
〜
24
日
に
、
広
島

地
本
管
内
で
行
わ
れ
る
予
定
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
つ
い

て
、
金
沢
で
行
わ
れ
る
連
盟
の

野
球
大
会
と
日
程
が
重
複
し
て

い
る
。
日
程
変
更
の
検
討
を
お

願
い
す
る
。

●
適
齢
期
を
迎
え
た
女
性
乗
務

員
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
、
試
験
合
格
か
ら
研
修
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
期
限
延
長
や
妊

娠
・
出
産
等
へ
の
長
期
間
へ
の

特
別
措
置
を
要
望
す
る
。

●
中
期
経
営
計
画
達
成
配
分
に

つ
い
て
、シ
ニ
ア
・シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

社
員
に
、成
果
配
分
を
。

●
女
性
活
躍
と
い
う
言
葉
が
先

行
し
す
ぎ
る
と
、女
性
ば
か
り
が

優
遇
さ
れ
る
と
感
じ
ら
れ
、ハレ
ー

シ
ョン
が
生
ま
れ
る
。多
様
な
人
材

か
ら
様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
て

い
く
の
で
、本
部
の
協
力
を
。

●
西
日
本
豪
雨
の
カ
ン
パ
は
心

強
い
。

●
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
オ
ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
（
４
月
上
旬
）
の
日

程
変
更
を
。

●
が
ん
に
な
っ
て
も
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
。

 

◆
革
マ
ル
教
材
は
、
今
あ
る
教

材
、組
織
ニ
ュ
ー
ス
の
活
用
を
。

◆
吉
備
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
や
っ
と

軌
道
に
乗
り
、
感
謝
。
来
年
５

月
に
は
岡
山
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
。

◆
国
際
連
帯
は
経
費
を
抑
え
な

が
ら
今
後
も
開
催
し
た
い
。

◆
第
三
者
加
害
は
、Ｊ
Ｒ
連
合
、

産
別
と
連
携
し
て
、対
応
。

◆
青
女
は
、
楽
し
く
活
動
し
て

も
ら
う
の
が
第
一
。
何
を
や
り

た
い
の
か
、
皆
さ
ん
で
見
出
し

て
ほ
し
い
。

◆
「
何
を
考
慮
し
て
契
約
社
員

に
応
募
し
ま
し
た
か
」
正
社
員

へ
の
登
用
を
希
望
し
て
と
い
う

回
答
が
、
８
割
以
上
。
不
安
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

◆
J
R
西
労
組「
ラ
イ
ン
始
め
ま

し
た
」
是
非
〝
お
友
達
〞
に
。

◆
共
済
の
未
移
行
者
３
０
０
０

名
に
対
し
３
０
０
名
の
移
行
者
。

来
年
は
退
職
者
の
色
分
け
。

◆
他
業
種
の
社
会
見
学
、
安
全

衛
生
コ
ー
ス
の
中
で
検
討
。

◆
会
社
と
組
合
で
競
合
し
な
が

ら
生
命
保
険
は
棲
み
分
け
。

◆
田
尻
さ
ん
の
当
選
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
「
交
通
政
策
を
す
す
め
る

会
」
の
会
報
の
充
実
を
。

◆
ま
ず
は
、
地
元
に
根
を
下
ろ

し
た
議
員
を
推
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
現
地
の
ヒ

ト
と
モ
ノ
の
要
求
に
応
え
る
。

◆
連
盟
競
技
に
つ
い
て
、
一
度

外
す
こ
と
を
検
討
中
。

◆
ま
ず
は
、
無
所
属
で
も
地
盤

で
勝
て
る
議
員
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
。

◆
救
援
基
金
は
、
定
額
積
み
立

て
で
は
な
く
、
都
度
集
め
る
ほ

う
が
目
的
が
明
確
。
今
後
の
課

題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
今
回
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、

広
島
で
の
開
催
と
い
う
こ
と

で
、
会
場
の
変
更
は
難
し
い
。

◆
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
研
修
は
、

短
縮
も
含
め
た
日
程
変
更
を
検

討
す
る
。

◆
レ
ク
種
目
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
労
働
組
合
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
の
で
、
い
ろ
ん

な
人
が
参
加
で
き
る
競
技
・
種

目
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
本
大
会
に
つ
い
て
、
３
日
間

開
催
に
疑
問
の
声
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
我
々
は
、
多
く

の
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
意
見

と
思
い
を
直
接
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
が

J
R
西
労
組
運
動
を
作
り
上

げ
て
き
た
。
一
人
で
も
多
く
の

委
員
の
発
言
を
受
け
る
機
会
を

増
や
す
た
め
、
小
委
員
会
方
式

に
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
二

泊
三
日
は
必
要
で
あ
る
。
J
R

西
労
組
と
い
う
の
は
、組
合
員

の
み
な
さ
ん
方
の
思
い
を
受
け

入
れ
た
活
動
を
し
て
い
る
。
大

会
日
数
を
減
ら
す
の
で
は
な

く
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
一
つ
で
も
多
く
伝
え
る
。

そ
う
い
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と

が
、
労
働
組
合
の
基
本
の
活
動

で
あ
る
と
考
え
る
。

◆
青
女
が
中
心
と
な
り
新
入
社

員
の
加
入
行
動
を
し
て
い
た
だ

き
、６
９
１
名
全
員
に
加
入
い

た
だ
い
た
。
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
。

◆
加
入
オ
ル
グ
の
際
に
い
ろ
い

ろ
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
が
勉
強
に
な
っ
て
い
る
。

◆
政
治
に
つ
い
て
、
勉
強
会
を

す
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

　

昨
年
の
大
会
以
降
、

本
部
青
女
は
、
日
帰
り

の
学
習
会
等
、
行
事
へ

の
参
加
の
し
易
さ
を
求

め
て
き
た
。

　

本
部
青
女
が
テ
ー
マ

を
事
前
に
決
め
る
の
で

は
な
く
、集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
で
、そ
の
都
度
、「
い

ま
青
女
に
何
が
必
要
な

の
か
」テ
ー
マ
を
考
え
、

行
事
を
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
。

　

舞
鶴
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
や
、
新

神
戸
の
ぞ
み
停
車
と
い
っ
た
、

地
方
で
の
取
り
組
み
も
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、

地
本
で
振
り
返
る
こ
と
も
選
択

肢
の
一
つ
。

　

地
本
と
相
談
し
な
が
ら
、
地

方
議
員
の
方
の
力
を
お
借
り
し

て
、
政
治
に
関
心
を
持
つ
取
り

組
み
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

政
治
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関

係
の
会
社
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。↖

●
本
部
答
弁 

（
第
１
小
委
員
会
）

中
央
本
部
出
席
者

発
言
者
氏
名

発
言
要
旨

（
組
織・財
政
）

第
1
小
委
員
会

宮
野
政
策
調
査
・
情
宣
部
長

新
倉
青
年
女
性
委
員
長

里
内
副
委
員
長

川
原
政
治
・
福
祉
対
策
部
長


